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脳髄（注意）と精神（記憶） 死の前の走馬燈　叙述と史実　歴史教育と「予防」

歴史法則と個別性　エビデンス（私たち）とシングルケース（この私） 病因論と災因論
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“神の声を聴いた” 認識のカテゴリー　レビー小体型認知症 “祖母の祠と昼間の星”
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